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イカせんせいに自分の役割を教え
られ、居場所を見つけられた、たわ
し。模様をこすり落とされたほかの
生き物はどんな姿に変わったか、も
ともとの模様と見比べてみてくださ
い。たわしの変化をとおして、自分
は何が好きで、どんな人間なのか、
考えるきっかけになるとよいですね。

自分と見た目がそっくりな毛虫に出会った、たわし。同じように
美しく変身したいと願いますが、いつまでたっても蝶にはなれませ
ん。「ほんとうの　すがた」にしてくれるというイカせんせいのとこ
ろに向かいますが……。

●●作／山田マチ　絵／かどひろみ

わたしは　たわし

積み木を崩したり風船を割ったり
する動作をして参加しながら楽しめ
る絵本です。たんぽぽの綿毛のとお
せんぼでは、ねずみの兄弟といっ
しょに、大きく息を吸って、思い切
り息を吹きかけてみましょう。それ
ぞれの障害物をどのように突破した
らよいか、尋ねてからページをめく
るとさらに楽しめそうです。

ねずみの兄弟に招待状が届きま
した。早く広場に行きたいのに、
次々とおせんぼされてしまいます。
「どうしたらいい？」と障害物を突
破する方法をいっしょに考えなが
ら、前に進んでいく臨場感も楽し
める絵本です。

●●作／ささがわいさむ　絵／大森裕子

とおせんぼ

岩手県に伝わる、童話のように楽
しい昔話です。鬼に、自分の名前を
当てたら目玉をくれなくても許す、
と言われた大工が、逃げ込んだ山で
そのヒントになるような子守唄を耳
にするなど、大工と鬼のスリリング
なかけひきをお楽しみください。

大雨のたびに橋が流されて困っていた村人たちに、流されない
橋を架けてほしいと頼まれた橋架け名人の大工。深い川を目の前
に困っていると、大きな鬼が現れて、橋を架ける代わりに目玉をく
れと言い……。

●●文／今西祐行　絵／和歌山静子

だいくと　おにろく

お母さんに甘えてばかりいたあま
えっこちゃんですが、自分と同じよ
うにおんぶをねだって泣いていた 3

匹を見て、自ら「おんぶしてあげよ
うか？」と声をかけます。おんぶを
される側からする側に成長したあま
えっこちゃんの姿をとおし、心の成
長について伝えていきたいですね。

甘えん坊のあまえっこちゃん。しょっちゅうおんぶをねだっては、
お母さんを困らせます。今日も買い物の帰り道におんぶをねだって
泣いていると、どこからかだれかの泣き声が聞こえてきて……。

●●作／あまんきみこ　絵／松永禎郎

おんぶ　おんぶの　おともだち


